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１．海岸防災林の再生と抵抗性クロマツ

　海岸防災林は、わが国の海岸線周辺部におけ

る人の生活や農業などの経済活動を潮・風・飛砂

の害から防備する公共施設として機能してきま

した。耐塩・乾燥性に優れ、高木になるクロマツ

は、海岸防災林を構成する最も重要な樹種の一

つです。

　一方、マツ材線虫病の被害が各地で激化し、東

北地方でもクロマツの激害林が多く見受けられる

ようになりました。そこで、マツノザイセンチュ

ウに対して抵抗性のあるクロマツ（抵抗性クロマ

ツ）の開発に取り組んできました。

２．東日本大震災復興への取組

　東日本大震災では、東北地方の太平洋側地域

の海岸防災林が津波によって壊滅的な被害を受

けました。このため、海岸防災林を抵抗性クロ

マツで再生することを目的に、（独）森林総合研

究所林木育種センター東北育種場が中心となっ

て、(地独)青森県産業技術センター林業研究所、

宮城県林業技術総合センター、福島県林業研究

センター及び宮城県農林種苗農業協同組合と共

同で、平成25年度からプロジェクト「東北地方

海岸林再生に向けたマツノザイセンチュウ抵抗

性クロマツ種苗生産の飛躍的向上」（農食研事業）

を立ち上げました（平成26年度からキリン株式

会社が参加）。

３．これまでの取組（平成25年度）

　平成25年度は、研究期間の初年度として平成

26年度から本格化する試験・調査の準備を進めま

した。抵抗性クロマツ種苗の生産性を向上させる

ために、植物ホルモン剤の投与による種子の増産

（写真上）、確実に発芽する種子の効率的で確実な

選別、種子の生産量と抵抗性を安定・向上化させ

るための簡易人工交配（写真下）、寒冷な東北地方

に適したさし木、未熟種子からのクローン苗木の

大量生産および温暖地産種苗の寒冷地への導入に

ついての技術開発に着手しました。

４．今後の展望

　平成26年度以降は、飛躍的な種子生産性の向

上化技術、東北地方では確立されていないさし木

増殖技術と温暖地から寒冷な東北地方への種苗導

入技術の開発とその実用化のための実証試験を実

施するとともに、確立した技術を普及して抵抗性

クロマツ苗木の供給体制を構築します。これらの

取り組みにより、東北地方太平洋側地域の震災復

興に貢献したいと考えています。

（東北育種場　育種課　織部　雄一朗）

１．はじめに

　ワダツミノキは2014年に新種として発表され、

絶滅危惧 IAに分類される鹿児島県奄美大島に自

生する小高木です。本種はアルカロイドであるカ

ンプトテシンを含有します。カンプトテシンには

DNA合成の阻害によるがん細胞の増殖を防ぐ作

用があります。なお、副作用があることが問題で

したが、近年カンプトテシンをもとに作られた副

作用を抑えたイリノカテキンが、抗がん剤として

利用されています。

　ワダツミノキから抗がん剤の原料成分であるカ

ンプトテシンを効率的に生産するためには、①カ

ンプトテシンを多く含有する個体の選抜、②その

個体のクローン増殖、③栽培方法の開発などが必

要です。クローン増殖については、組織培養によ

る方法を報告しています（林木育種情報 No.12）。

本稿では個体選抜の観点から、ワダツミノキにお

ける部位別と個体別のカンプトテシンの含有率の

変異について紹介します。

２．抗がん剤原料成分の含有率の変異

　カンプトテシン高含有率個体を選抜するために

は、個体のどの部分の含有率を測定すべきかが重

要となります。組織培養で作った小さな苗を材料

とし、高速液体クロマトグラフィーにより苗木の

部位別のカンプトテシン含有率を調べた結果、葉

では含有率の変動が大きいことが示されました。

また、鉢植えの個体の枝の部位別の含有率を調べ

たところ、図－１に示すように枝の先端で含有率

が高く、先端から6cm程度まで含有率が低下し、

その後は安定することが示されました。これらの

ことより、ワダツミノキの個体別のカンプトテシ

ン含有率を調べるためには、含有率が安定する先

端より10cm程度の部分の枝を測定することが妥

当と考えられました。

　次に西表熱帯林育種技術園に保存されている

3母樹由来の３年生の実生苗13個体のカンプトテ

シン含有率を調べました。図－２に示すように含

有率には個体により変異があり、含有率の最も少

ない個体と最も大きい個体でのその差は8倍程度

でした。このことより、含有率の大きい個体を選

抜することが、カンプトテシンを効率的に生産す

るためには有効であることが示唆されました。

３．今後の研究

　ワダツミノキには、カンプトテシン以外にもそ

の類縁体であり、抗がん剤の原料として知られて

いる9－メトキシカンプトテシンも同属植物のク

サミズキと同様に含まれると予想されます。抗が

ん剤原料高含有個体を選抜するためには、この含

有率の調査も必要と考えています。

（森林バイオ研究センター　谷口亨、バイオマス

化学研究領域　河村文郎、西表熱帯林育種技術

園　尾坂尚紀）

 

 

図—１ 枝における含有率の変異 

 

 

 

 

 

 

 

図—２ 個体における含有率の変異 
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写真
上左：BAP処理

上右：雄花着生部位に誘導された雌花（円内）

下左：簡易的な人工交配作業

下右：人工交配機
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